
 平成２７年度 那須塩原市男女共同参画審議会 会議録（概要） 

 

１ 日  時  平成２８年３月１５日（火）午前１０：００～１１：４０ 

２ 場  所  那須塩原市役所 ３０３会議室 

３ 出席委員  陣内会長、笹川委員、樋山委員、益子委員、佐山委員、大貫委員、 

蟹江委員、菊地(あ)委員、月江委員、児玉委員、室井委員、臼井委員、 

加藤委員                       以上１３名 

  欠席委員  渡辺委員、島田委員、大畠委員、菊地(正)委員、真船委員、森田委員 

                以上 ６名 

  事 務 局  片桐部長、郡司市民協働推進課長、江連補佐、大根田 

 

４ 会議次第 

   １ 開 会 

   ２ 会長あいさつ 

   ３ 市長あいさつ 

   ４ 諮 問 

   ５ 議 題 

      第３次那須塩原市男女共同参画行動計画の策定について 

   ６ その他 

   ７ 閉 会 

 

５ 配布資料 

   資料１：第３次那須塩原市男女共同参画行動計画の策定について 

   資料２：第３次那須塩原市男女共同参画行動計画策定の手順 

   資料３：第２次那須塩原市男女共同参画行動計画の体系 

   資料４：男女共同参画社会に関する意識調査報告書（概要版） 

   資料５：第４次男女共同参画基本計画（概要） 

   資料６：とちぎ男女共同参画プラン［４期計画］概要版 

   資料７：女性の職業生活における活躍の推進に関する法律の概要 

   資料８：男女共同参画社会に関する意識調査報告書 

   資料９：とちぎ男女共同参画プラン［４期計画］本文 

 

６ 議 題（O：意見 Q：質問 A：回答 ） 

第３次那須塩原市男女共同参画行動計画の策定について 

 （１）第３次那須塩原市男女共同参画行動計画の策定手順について・・・意義なし 

 



（２）男女共同参画社会に関する意識調査報告書について 

  O：報告書（本文）に記載されている自由記述意見について、性年代別や項目ごとに分 

類し、分析したほうがよい。 

  A：自由記述意見については、ほぼ原文のまま掲載しており、今後、性年代別で意見を 

集約する。 

  O：自由記述には、重要な意見が掲載されているため、委員には一読をお願いしたい。 

  O：数年前の意識調査と比較すると、自由記述の内容が変わってきている。市の体制や

議会にも変革が求められ、今後どのように改善していくかが重要になる。 

  O：回答者の年代は６０代以上が多く、２０～３０代の若い世代の回答率が低い。若い

人たちの声を拾い上げるために、２０～４０代の若い世代や子育て世代の回答率

を上げる工夫が必要になる。 

  O：若い世代に向けて、アンケートの文章表現にも工夫が必要。 

  Q：意識調査の質問項目について、市のオリジナル質問はあるのかどうか。 

  A：質問項目については、経年比較するための質問、県や他市町と揃えた質問、社会状

況に合せた質問項目にしている。 

  O：男性の地域・社会活動への参加率が低い。 

 

  （３）次期行動計画の策定について 

  O：職業の有無、正規あるいは非正規雇用によって、地域や社会活動への参画のあり方

が異なる。男性回答者の７割が仕事を持ち、仕事が忙しいため、地域活動に参加

できないのは当然のことである。そのために、働いていても地域や社会活動に参

加できる環境や支援を検討し、どのように次期行動計画に入れるかを考える。 

   O：「女性活躍推進法」をどのように次期行動計画に盛り込むのかを検討していきたい

が、女性だけでなく、男性の活躍も考える必要がある。 

  O：ＬＧＢＴ（性的マイノリティ）の尊重について、次期行動計画に入れてほしい。 

  Q：パブリックコメントの周知はどのように行うのか。 

    A：市のホームページや広報で周知を行う予定。 

  O：パブリックコメントをする際は、ぜひ若い世代が意見を出せるようにしてほしい。

市民活動団体への周知も一つの手段である。 

 

 （４）その他 

  O：市民が自由に考えや意見を出せる市民活動の場が必要なのでは。 

  O：男女共同参画を推進するためには、「まちづくり」という視点で地域や学校で連携

していく必要がある。 

  O：育児中の男性が活躍できる企業や職場にするためには、個人と企業の意識改革が重

要である。 



  O：市内の小中学校で人権教室を開催しているが、その中で男女共同参画も啓発できた

らよい。 

  O：ＤＶを根絶するためには、加害者と被害者両方に「ＤＶは人権侵害であり犯罪であ 

ること」を伝えなければならない。また、若い世代にＤＶ防止の働きかけや男女共

同参画の意識啓発をするには、ＰＴＡや育成会などの場が有効ではないか。 

  

７ その他 

  ①第３次那須塩原市男女共同参画行動計画について、ご提案がある場合は、提案・質 

問書にご記入の上、ＦＡＸあるいは郵送（返信用封筒同封）にてご提出ください。 

  ②都合により審議会委員を変更する場合は、「審議会委員異動報告書」よりご報告くだ

さい。（変更がない場合もその旨ご連絡願います。） 

  ③次回審議会の日程について 

   日時 平成２８年５月３０日（月）１０：００～１２：００ 

   場所 那須塩原市役所 ３Ｆ ３０３会議室 

   議題 第３次那須塩原市男女共同参画行動計画の体系案（基本目標及び施策の方向）

審議 

                                      以上 

 

 


